
ｏ
は
じ
め
に
ｌ
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
各
編
に
お
い
て
は
、
市
民
（
区

民
）
動
向
を
昭
和
の
初
め
か
ら
記
述
を
は
じ
め
、
戦
中
・
戦
後
、
そ
れ
も
区

民
向
ら
に
よ
る
接
収
解
除
運
動
の
一
部
に
笠
を
止
め
た
が
、
も
と
よ
り
こ
の

こ
と
は
、
区
民
動
向
の
一
端
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
一
定
時
期
を
述
べ
た
だ
け

な
の
で
、
こ
こ
に
付
章
を
設
け
て
最
近
の
人
口
・
仕
事
・
町
の
紙
織
の
そ
れ

ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
章
で
扱
う
人
口
や
区
民
の
就
業
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
分
に
つ
い
て

だ
が
統
計
に
も
と
づ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

人
川
の
変
化
と
い
う
現
象
は
、
「
そ
の
社
会
の
自
然
的
・
社
会
的
、
あ
る

い
は
経
済
的
諸
条
件
を
よ
く
反
映
し
て
現
わ
れ
る
」
（
横
浜
市
刊
『
横
浜
市
人

口
の
あ
ゆ
み
』
五
十
四
年
三
月
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
人
口
に
つ
い

て
こ
と
さ
ら
に
深
く
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
普
通
人
口
統
計
に
つ
い
て

は
人
口
静
態
と
人
口
動
態
の
両
面
か
ら
常
時
把
握
さ
れ
て
い
る
。

ｏ
人
口
静
態
ｌ
人
口
瀞
轤
と
い
う
の
は
出
生
や
死
亡
、
居
所
の
移
転
な

ど
、
地
域
に
と
っ
て
日
々
刻
々
に
変
動
を
示
す
人
の
数
を
特
定
の
年
Ⅱ
日
時

刻
に
止
め
て
観
察
す
る
こ
と
で
、
国
勢
調
査
、
そ
の
他
の
人
口
調
査
が
こ
れ

付
章
（●）

区
民
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塗
節
ロ
一
人
口

で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
口
に
人
口
調
査
と
い
っ
て
も
、
常
住
人
口
、
現
在

人
口
、
推
計
人
口
、
そ
れ
に
夜
間
人
口
、
昼
間
人
口
と
い
う
よ
う
に
分
類
・

区
分
し
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

常
住
人
口
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
何
町
、
何
町
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
し

た
地
域
に
常
に
住
む
人
為
の
数
で
あ
り
、
現
在
人
口
と
い
う
の
は
、
国
勢
調

査
の
際
な
ど
特
定
の
年
月
日
及
び
時
刻
に
、
そ
の
特
定
の
地
域
に
居
る
人
す

べ
て
を
、
そ
の
地
域
の
人
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
、
例
え
ば
一
時
的
な
仮
住

い
の
よ
う
な
場
合
で
も
そ
の
地
域
に
居
れ
ば
、
現
在
人
口
と
さ
れ
る
。
推
計

人
口
と
い
う
の
は
既
存
の
国
勢
調
査
数
を
基
に
し
て
そ
の
上
に
出
生
・
死
亡

・
転
出
の
人
を
増
・
減
し
て
推
算
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
夜
間
人
口
と
い

う
の
は
常
住
人
口
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
の
が
尻
間
人
口
で

あ
る
。
局
間
人
ｎ
は
、
地
域
の
居
住
者
が
地
域
の
外
に
通
勤
・
通
学
（
流
川
）

す
る
人
口
と
、
逆
に
地
域
外
の
居
住
者
が
地
域
の
な
か
に
通
勤
・
通
学
で
入

っ
て
く
る
（
流
入
）
人
口
と
の
差
を
求
め
て
、
そ
の
差
に
、
地
域
内
の
常
住

者
が
地
域
で
就
職
・
就
学
し
て
い
る
人
口
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
口
静
態
・
人
口
動
態
の
統
計
は
、
国
を
は
じ
め
県
や
市
の
行

政
の
施
策
の
た
め
の
潅
木
的
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
ｎ
の
態
様

は
す
な
わ
ち
市
民
動
向
の
一
端
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
’
こ
こ

で
は
、
そ
の
一
部
を
概
観
し
た
い
。

Ｈ
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Ｏ
人
口
の
推
移
Ｉ
明
治
二
十
二
年
の
市
制
施
行
時
の
横
浜
市
の
総
人
口
は

一
二
万
一
、
九
八
五
人
、
人
口
密
度
（
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
）
は
二

万
二
、
五
九
八
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
口
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
中
区
の
人
口
と

同
じ
で
あ
る
が
、
人
口
密
度
は
現
在
、
日
本
一
と
い
う
東
京
都
中
野
区
の
二

万
一
、
七
一
三
人
を
越
す
状
況
で
あ
っ
た
。

次
い
で
明
治
三
十
四
年
の
第
一
次
市
域
拡
張
（
第
一
章
「
素
顔
の
中
区
」
参
照
）

で
、
面
積
が
約
五
倍
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
人
口
は
二
九
万
九
、
二
○
二

人
に
、
四
十
四
年
の
第
二
次
拡
張
に
よ
っ
て
面
積
は
七
・
五
倍
に
な
る
と
同

時
に
、
人
口
は
四
四
万
四
、
○
三
九
人
と
増
加
、
人
口
密
度
は
面
積
の
増
加

に
と
も
な
い
一
万
三
、
○
○
○
人
台
と
な
っ
た
。
大
正
十
五
年
に
な
っ
て
も

人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
四
一
万
一
、
五
○
○
人
。
昭
和
二
年
、
第
三
次
拡

張
に
よ
っ
て
一
挙
に
五
二
万
九
、
三
○
○
人
と
増
加
し
た
。

Ｏ
区
制
後
Ｉ
こ
の
年
の
十
月
、
区
制
が
し
か
れ
た
が
、
以
下
豪
‐
に
示
す

中
区
は
二
八
万
四
、
一
四
六
人
（
昭
和
二
年
十
二
月
一
口
現
在
）
で
、
全
市

五
二
万
九
、
一
一
一
○
○
人
の
五
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
て
い
た
。
人
口

密
度
も
八
、
四
九
○
人
、
全
市
平
均
の
三
、
九
五
四
人
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
い
た
。
中
区
に
人
が
集
中
し
て
い
た
様
子
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。

そ
の
後
、
人
口
は
少
し
づ
つ
伸
び
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
月
に

は
一
一
一
九
万
二
、
一
一
一
九
一
一
人
に
達
し
た
が
、
十
八
年
十
二
月
、
南
区
を
分
離
し

て
、
一
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
の
一
一
六
万
八
、
二
一
二
人
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
十
九
年
二
月
、
二
六
万
四
、
九
一
七
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
同
年
四
月

西
区
の
分
離
と
、
そ
の
上
二
十
年
の
終
戦
に
伴
う
区
内
中
枢
地
域
の
接
収
に

Ｈ
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よ
り
、
二
十
年
十
一
月
に
は
実
に
八
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
激
減
、
わ
ず
か

四
万
一
一
一
、
二
三
五
人
に
な
っ
た
。
人
口
密
度
も
一
万
五
、
九
六
九
人
か
ら
一

挙
に
三
、
七
四
三
人
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
戦
後
中
区
の
苦
渋
が
偲
ば
れ
る
。

Ｏ
戦
後
ｌ
し
か
し
二
十
一
年
四
月
に
は
二
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
仰
び
を

示
し
、
戦
後
初
二
十
二
年
十
月
の
国
勢
調
査
に
は
、
前
年
の
一
一
一
八
・
八
．
ハ
ー

セ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
々
の
疎
開
先
か
ら
の
復
帰
、
戦
場
か
ら

の
復
員
な
ど
に
よ
る
増
加
、
荒
廃
地
の
復
興
整
備
な
ど
に
作
業
要
員
が
一
時

的
に
集
中
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
っ
た
。

二
十
八
年
一
○
万
人
台
の
人
口
と
な
っ
た
中
区
は
、
以
後
の
埋
立
地
の
増

加
や
、
区
内
郊
外
部
の
住
宅
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
、
四
十

三
’
四
十
四
年
に
は
一
三
万
八
、
○
○
○
人
台
に
達
し
た
が
、
四
十
五
年
十

月
の
国
勢
調
査
で
は
、
今
度
は
都
心
部
ぱ
な
れ
の
傾
向
を
み
せ
て
減
少
が
始

ま
り
、
つ
い
に
五
十
一
年
に
は
一
三
万
人
台
を
割
り
、
五
十
八
年
現
在
で
は

一
二
万
人
台
と
な
っ
た
。
そ
の
減
少
は
今
も
つ
づ
い
て
い
る
。

○
世
帯
数
１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
人
口
を
世
帯

数
で
除
し
て
一
世
帯
当
り
の
人
口
を
求
め
る
と
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）

の
国
勢
調
査
（
以
下
同
じ
）
に
よ
る
一
世
帯
四
・
○
五
人
は
、
昭
和
十
年
、

十
五
年
に
な
っ
て
も
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

十
一
月
に
は
一
一
一
・
七
三
人
と
減
少
、
二
十
二
年
四
月
に
は
四
・
一
一
一
一
一
一
人
、
以

後
三
十
年
に
は
四
・
二
八
人
と
ほ
ぼ
戦
前
に
も
ど
っ
て
い
っ
た
が
、
三
十
五

年
か
ら
四
十
五
年
に
は
三
人
台
に
落
ち
込
み
、
つ
い
に
五
十
年
（
一
九
七
五
）

に
は
そ
れ
を
割
り
二
・
八
五
人
と
減
少
、
五
十
五
年
二
・
六
○
人
、
五
十
八

、
市
民
嗣
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一
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年
に
は
二
・
五
一
人
と
な
り
中
区
に
お
い
て
も
核
家
族
化
の
顕
著
な
傾
向
を

示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
全
市
的
な
傾
向
で
あ
っ
て
、
中
区
だ
け
の
現
象
で
は
な

い
が
、
常
に
全
市
平
均
の
す
れ
す
れ
か
下
回
っ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
も
な

お
同
じ
状
態
で
あ
る
。
例
え
ば
三
十
年
一
世
帯
当
り
人
口
は
全
市
で
四
・
五

一
人
に
対
し
て
中
区
は
四
・
二
八
人
。
四
十
年
は
全
市
三
・
六
五
人
に
対
し

て
中
区
一
一
一
・
六
七
人
、
五
十
年
全
市
三
・
七
六
人
に
対
し
て
中
区
は
二
・
八

五
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

○
町
別
の
人
口
推
移
１
次
に
戦
後
か
ら
国
勢
調
査
に
よ
る
町
別
人
口
の
推

移
は
表
２
の
と
お
り
だ
が
、
こ
の
表
に
よ
っ
て
も
、
町
単
位
の
人
口
の
動
き

が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
表
の
末
尾
の
水
面
と
い
う
の
は
、
船
で
の
水
上
生

活
者
で
あ
る
。

例
え
ば
、
桐
富
町
西
通
、
福
富
町
仲
通
、
禰
冨
町
東
通
、
万
代
町
、
不
老

町
、
翁
町
、
扇
町
、
寿
町
、
松
影
町
、
山
吹
町
、
富
士
見
町
、
山
田
町
で
は

二
十
五
年
二
九
五
○
）
に
は
町
に
一
人
も
居
住
が
な
い
。
こ
れ
は
、
米
軍

の
接
収
に
よ
っ
て
居
住
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
状
況
が
三
十
年
に
い
た
っ
て
も
翁
町
・
扇
町
・
寿
町
に
わ
ず
か

な
居
住
者
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
居
住
者
ゼ
ロ
の
状
況
が
つ
づ
い
て
い
た
。

こ
れ
と
反
対
に
、
本
牧
和
田
で
は
二
十
五
年
、
三
十
年
に
は
居
住
人
口
が

そ
れ
ぞ
れ
七
人
、
二
八
人
で
あ
っ
た
が
、
米
軍
接
収
（
二
号
接
収
地
）
が
こ

の
町
域
全
部
に
行
わ
れ
、
三
十
五
年
に
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
解
除
後
の
五
十
八

年
に
よ
う
や
く
三
人
の
居
住
者
が
あ
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
同
様
の
こ

Ｈ
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と
が
本
牧
十
二
天
に
も
い
え
る
。

ま
た
海
岸
通
、
小
港
町
に
急
増
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
団
地
造
成
に
よ

る
も
の
。
反
対
に
横
浜
公
圃
の
よ
う
に
五
十
年
に
は
三
○
人
の
居
住
が
あ
っ

た
が
、
園
内
の
施
設
と
り
こ
わ
し
に
よ
っ
て
ゼ
ロ
に
な
っ
た
も
の
。
尾
上
町

や
真
砂
町
の
よ
う
に
、
四
十
五
年
、
五
十
年
に
か
け
て
減
少
し
た
の
は
、
既

設
の
建
物
が
高
層
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
居
住
す
る
場
が
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
対
し
て
仲
尾
台
、
滝
ノ
上
、
矢
口
台
の
よ
う
に
土
地
の
開

発
、
分
譲
住
宅
の
増
加
に
よ
る
人
口
増
が
見
ら
れ
る
。

ｏ
昼
夜
間
人
口
１
次
に
中
区
（
両
区
の
場
合
も
同
蝋
）
の
特
徴
で
あ
る
昼

夜
間
人
口
比
を
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
国
・
県
・
市
の
官

昼・夜間人ロ比表

●
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公
庁
、
企
業
を
多
く
持

っ
て
い
る
関
係
か
ら
、

昼
間
人
口
が
急
速
に
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
中
区
の
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
地
区
と
し

て
の
充
実
を
意
味
す
る

も
の
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
現
在
の
市
・
区
行

政
に
お
い
て
は
、
昼
間

人
口
が
多
い
こ
と
を
課

題
と
し
て
各
種
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
人
ロ
構
造
１
１
人
口
構
造
は
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
男
女
別
・
年
令
別

・
配
偶
関
係
別
・
職
業
別
の
ほ
か
お
よ
そ
一
○
数
種
が
組
み
合
さ
れ
て
考
察

さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
産
業
別
・
就
業
別
柵
成
だ
け
と
し
て
、
そ
の
一

部
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
述
ぺ
ろ
。

○
人
ロ
動
態
‐
１
人
、
動
態
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
増
減
と
日

然
墹
減
の
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
が
、
社
会
増
減
は
市
外
と
の

転
出
・
入
（
市
外
移
動
）
、
市
内
（
各
区
と
中
区
）
ヘ
の
転
出
・
入
（
市
内
移

動
）
。
自
然
増
減
は
出
生
と
死
亡
で
、
こ
れ
ら
を
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
し
て

算
出
さ
れ
る
。

Ｏ
社
会
増
減
ｌ
表
３
に
は
社
会
増
減
を
二
十
二
年
か
ら
最
近
震
で
を
あ
げ

た
が
、
そ
の
人
数
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
て
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
三
十

九
年
か
ら
は
減
少
し
始
め
、
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
二
、
○
○
○
人

台
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
区
内
の
土
地
価
格
の
上
昇
ほ
か
、
住
宅
購
入

の
困
難
さ
に
よ
っ
て
転
入
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
す
こ
し
こ
ま
か
く
い
え
ば
、
市
外
移
動
は
転
出
す
る
人
よ
り
も
転

入
す
る
人
が
多
く
、
市
内
移
動
は
逆
に
市
内
か
ら
入
っ
て
く
る
人
よ
り
も
、

区
外
に
転
出
し
て
ゆ
く
人
の
方
が
多
い
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

戦
後
、
市
外
移
動
で
一
番
多
い
の
は
、
二
十
二
年
で
、
終
戦
直
後
に
は
表

の
よ
う
に
人
口
の
移
動
が
多
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。

ｏ
自
然
増
減
ｌ
｜
方
自
然
増
減
に
つ
い
て
も
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
出

生
に
つ
い
て
は
波
が
あ
る
よ
う
で
、
表
で
み
る
よ
う
に
、
二
十
五
年
か
ら
三

・
ｏ
ｕ
Ｃ

年度 夜間人口 昼間人｢Ｉ 比 備考

へ
Ｕ
【
、
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〉
一
①
〈
Ｕ
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Ｊ
△
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Ｐ
Ｏ
Ｆ
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唖
鰹
畦
、
雑
疵

０
２
３
３
３
２

０
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６
２
１
１

１
１
１
１
１
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７
９

，
９

人
郎
駆
卵
妬
列
鰹

６
３
１
０
５
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９
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９
リ
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〔
Ｉ
２
ｑ
）
４
」
〔
ひ
ｎ
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Ｆ
Ｄ
、
ひ
１
▲
ワ
』
ｎ
ｄ
ｑ
）

１
１
ワ
』
ｏ
］
９
』
ワ
】

９
３
１
１
６
３

妃
幻
印
的
叫
巫

１
１
１
１
１
１

夜間人口を
100とする
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(注）◎は国勢調査，昭和９年以前は公簿調査，１６，２３の名作は常･住人口調査，１９，２０，２１の各年
は人口調査，ほかは推計人口調査。（横浜市統計書，中区役所資料により作成）

Ｈ
○
ｍ
。

昭和年月日
面馴

(kIl12）
世幣数
人口

総数 男 女

人口
li4△減
率(形）

人口密度

(１k,2当|)）

１

〃
〃
〃
〃

０１

●
●
⑪
●
●

６
７
８
９
０

３
３
３
３
４

◎

１
１

〃
〃
〃
⑪
Ｄ

Ｄ
Ｃ

０
３

１
１

『
し
ｎ
ｏ
Ｒ
）
（
Ｕ
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〉

〈
０
（
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Ｒ
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戸
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ｑ
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勺
上
ｏ
】

●
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７
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ケ
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３
４
５
６
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３
３
３
３
３

１
４

７
０

９
】
ワ
］

？
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７
０

ワ
ー
３

１
Ｉ

１
３
２
１
８

７
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２
４
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１
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ワ
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９
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３
５
６
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６
６
６
６
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０
３
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６
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１
１
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５
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９
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４
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０
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９
９
０
２

３
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３
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【
Ｉ
（
ｂ
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ｑ
〉
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０
戸
Ｉ
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〉
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、
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勺
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、
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？
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０
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８
７
７

１
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〃
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〃
〃
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●
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Ｂ
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く
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【
Ｉ
（
５
ｑ
〉
ｎ
Ｖ

４
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４
４
ｌ
４
ｌ
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０
１

５

，
白
〃
ｏ
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】
〃
句
ｏ

●
●

●

８
８

８
１

１
１

42,102

42,093

41,921

41,821
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７
８
６

０
７
３

２
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７

？
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Ｇ

３
２
０

３
３
３

１
１
１

１
６

８
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２
３

Ｇ
▼
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９
１

２
３

１
１

ｎ
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ｊ
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９
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７
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６
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２
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０
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７
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６
３

６
２
０
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Ｐ
、
｛
、

く
り
〈
、

４
４
８

３
７
７

２
５
３

℃
ロ
９
’
Ｇ

４
３
４

６
６
６

６
４
５
１
６

●
●
●
●
印

０
０
１
１
１

△
△
△

ｑ
）
ｎ
Ｕ
ｑ
》
Ｑ
〉
ｏ
Ｄ

ｑ
１
０
Ｊ
句
Ｉ
ｑ
》
戸
０

ｍ
。
ワ
】
も
１
（
Ｕ
勺
１

勺
▽
●
夕
●
ロ
●
。
■

７
７
７
７
７

51.〃

52.〃

53.〃

54.〃

◎55.〃

’
０

万
ｌ

（
５

列
牡
〃
ん
弧
〃
凸
咀

●
●

●

８
８

８
１

１
１

３３０
９

』
、
〃
４

｜
ひ
の
、
へ
。
１
１

【
Ｉ
（
ｂ
１
」
１

Ｐ
ｂ
〈
Ｕ
【
Ｉ
【
ｌ

フ
勺
？
Ｇ

４
４
３
６

４
４
４
４

【
Ｉ
□
１
〈
Ｕ
『
１
Ｉ
卍

、
。
っ
Ⅱ
（
Ｕ
白
し
行
Ｊ

ｏ
】
’
０
、
□
、
ひ
ｄ
４

ｊ
９
９
９
９

Ｑ
〉
庁
Ｊ
－
Ｄ
、
。
１
ヘ

ワ
】
ｏ
』
ｏ
］
？
】
ｏ
】

１
１
１
１
１

４
８
１
６
９

８
６
６
１
８

８
０
２
２
７

■
ヶ
Ｑ
ひ
●
夕
■
●
ロ

ー
ロ
一
ひ
’
五
、
０
１

〈
、
【
、
〔
、
（
ｂ
（
ｂ

63,403

62,443

61,599

60,595

59,685

６
４
３
６
９

１
１
１
１
１

△
△
△
△
△

７
１
４
３
７

０
１
１
０
７

０
９
８
７
５

９
ｙ
，
９
９

７
６
６
６
６

〃
〃
〃

６
［
Ｉ
Ｒ
）

｛
。
一
、
戸
、

〃

1８．５７

〃

８
８
８

８
８
４

７
９
１

？
ｊ
■

６
６
７

４
４
４

１ 516

119,475

118,413

０
（
。
４

〔
、
｜
ａ
ｎ
Ｕ

ｎ
０
、
）
（
ｂ

ワ
ｐ
分

１
１
０

６
６
６

〈
、
ｏ
］
Ｑ
〉

〔
ｂ
ｏ
】
ｎ
Ｕ

１
４
。
Ｒ
〕

●
年
●
〃
Ｓ

９
８
７

５
５
５

８
９
９

０
０
０

△
△
△

１
（
Ｊ
（
Ｕ

Ｏ
】
ｏ
】
行
ｒ

戸
０
、
４
ｎ
Ｊ

？
９
℃

６
６
６
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ｃ
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７
．
Ⅱ
し
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】
「
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【
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８
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０

一
コ
５
０

３
３
０

０
０
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０
０

皿
皿
卵
一
弧
汕
皿
皿
砿
一
麺
唖

刈
知
弧
一
郎
卯
叩

【
］
】
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．
Ⅱ
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【
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】
【
Ｈ
】
【
Ｈ
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［
Ｈ
］
【
ｕ
ｕ
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ロ

０
０
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卯
汕
到
一
麺
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訓
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弐
評
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｜
唖
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哩
蝿
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FlQ
粥
一
別
兜
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刷
配
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一
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１
Ｊ
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「
Ｈ
】

［
「
』

r1

Lj

【
〕
Ｆ
字
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〃
【
】
】
『
‐
』

『
４ ｡Ｅ
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曰
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戸
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． 皿
｜
恕
皿
趣
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血
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〕
【
Ｈ
】
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３
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『
］
Ｒ
』
日
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｜
郷
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Ｃ
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｜
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躯
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【
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１
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ｎ
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面ギ''１

(knlg）
世帯数

人「１

総数 男 女

人｜］
増△減
率(影）

人口密皮

(１km｡当り）

2．１２．

3．

４．

◎５．１０．

(昭和２年10ﾉｰ１１日区制施行により中区誕生）
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302,504

307,795
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(昭和18年12月１日，南区分雛）
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〃

63,649

63,649
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264,917

(昭和19年４月１日，西区分離）

(昭和20年９月，区中心部米軍が接収）
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ぬ
円

町名
昭和
25年

30年 35年 40年 45年 50年 55年
世帯数

58年
世帯数

町
町
町
町
町

歳
吉
川
手
訪

千
三
石
山
諏

2３

２

5,567

2,350
387

４
７
５
１
２

４
１
９
←
ひ
６

０
４
３

９
？

６
２

０
０
６
４

６
３
２
３

１
８
８

？

』
０
２

３８３

７
７

５
８１

４
６
１

１
４
１

９
０
４

つ
、

５
３

ｏ
』
５

５
４２

４
二
０
－
０

ワ
】
【
Ｉ
（
Ｕ

ｑ
〉
〈
ｂ
４
一

９
９

５
３

１０９

２９６

4,619

4,187
374

1０９

２７６

4,036

4,327

348

4３

186

1，４２９

１，４４４
1１４

７４

291

3,781
4,401

356

釧
旭
鮖
妬
理

２
３
４
１

ワ
ワ

１
１

妙香寺台
麦田町
上野町

孟'ﾘﾄﾞ{i：

４５４

８
６
３
５

７
１
４
４

２
３
４
７

Ｌ
２
２
Ｌ

２
４
５
８
６

９
２
２
１
２

５
５
６
８
２

１
２
２
２

８９６

２
５
７
６

５
４
１
１

５
８
０
２

Ｐ
ワ
ワ
Ｃ

１
２
３
２

９
５
８
０
１

０
４
０
７
５

７
５
９
０
４

１
９
』
３
２

幽
皿
Ⅲ
卯
皿

６
３
８
８
３

１
２
２
２

５
９
７
８
０

２
２
５
９
８

６
４
５
８
１

１
２
２
２

０５５

局
Ｊ
ｌ
Ｏ
ｎ
〉
ｑ
Ｕ

く
り
く
り
へ
ｏ
〈
Ｏ

ｏ
］
ｏ
』
（
Ｃ
Ｑ
〉

０
，
０
■

１
２
２
１

６
７
１
２
８

１
６
７
８
０

２
４
７
８
７

声
Ｏ
Ｆ
ｏ
■
４
Ｆ
０
０
〉

へ
。
ｑ
〉
ｏ
】
句
①
［
、

Ｐ
Ｄ
Ｑ
１
勺
１
４
４
Ｒ
ｕ

１
２
２
１

７
４
２
１
０

ｍ
必
乃
盤
鎚

小

圭
港
郷
牧

町
町
町

錦町
本牧ふ頭

１，１６６
3,013

6,066

1,336

3,563

7,306

Ⅲ
閃
鍋
一
一

４
９
１

３
３
８

3,711

4,208
8,711

０
４
０
４
４

５
８
６
０
７

４
０
３
５
４

７
９
９
？

３
４
８
１

６
４
４
０
９

５
６
４
１
０

１
９
０
６
４

１
？
９
Ｊ

３
３
８
５

９
９
８
８
８

６
１
１
２
９

８
６
６
５
１

９
０
９
９

２
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５

５
０
４
４

１
４
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８

０
２
６
８

宮
り
ヲ
●
｜
』
■

１
１
２
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８３１

出
仙
拠
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卵

７
５
３
０
１

２
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５

１
５
０
７
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３
４
６
４
４

０
２
６
７
１

９
■
９
？

１
１
２
１

天
丘
坂
井
田

二
ヶ
満
荒
和

貯鱸牧牧牧
韮
圭

255

358

346

244

７

０

513

699

285

2８

１

766

1,056
２９３

０

0

９６６

１，２９７
２７３

０

０
４
１
４

Ｏ
４
ｑ
Ｕ

へ
Ｄ
Ｒ
）
｛
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勺
山
勺
山

０

ｎ
Ｕ
４
４
ｏ
Ｊ
〈
Ｕ

（
ｂ
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Ｄ
ｎ
ｄ

行
Ｊ
ｑ
〉
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ｂ

ワ
７
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０
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0

０
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０

０
９
９
７

２
９
０

６
７
６

７
９

１
１

３

0
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６１３
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２

谷
町
町
町
町

』』疵浦門
本
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本
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、
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師
一
岨

２
２
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３

２
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３
２
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唄
弱
一
四
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２
６
６

勺
夕
Ｇ
←
ワ
①

２
１
３
２

鋼
沌
四
一
妬

５
８
７
９

２
１
３
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餌
旧
脆
Ⅳ
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４
８
４
９

２
Ｌ
４
２

〈
Ｕ
【
Ｊ
ｎ
ｄ
ｑ
レ
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【
ｌ
【
Ｉ
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ｂ
Ｆ
Ｄ

３
Ｑ
Ｕ
４
Ｃ
Ｒ
ｕ

ａ
ｌ
４
２

別
記
卯
皿
加

２
７
２
９

２
１
４
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757

615

１，４“
３

993

７
１
６
２
５

胆
而
焔
駆

り
写
９
□
９
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２
１
４
２

７３０

６２０

1,434
1

1,001

葉
町
山
丸
丸

めも
之
之竹

柏
か
鷺
竹
西

町
野
町
越
町
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Ｆ
０

和
岑
元

大
立
西
打
山

1,343

645

736

1，１８７

６
０
６
９
１

ワ
】
１
６
２
１

１
７
３
９
４

Ｌ
Ｌ
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1，３８０
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５
７
１
９
４

６
５
５
２
５

５
７
７
１
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１
Ｌ
Ｌ
４
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1,875
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５
３
６
４
８

３
９
９
５
２

６
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２
４

Ｌ
ｚ
Ｌ
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ｓ

２

Ｆ
ｏ
－
Ｏ

ｑ
〉

【
ｌ
〈
Ｕ

勺
１
【
ひ

つ
Ｌ
ｑ
〉
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’
●

ワ
】
１

町
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氾
皿

８
０
３
４

’
５
’
７
０
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●

１
１
２
１

０７５
も

Ｉ

山
釦
犯
兜
妬

３
０
３
０

２
１
２
２

１
１
２
１
４

８
０
７
６
３

９
７
５
４
３

８
１
５
３
４

鋼
ｗ
叱
臼
四

２
１
４
９

ａ
Ｌ
２
Ｌ

１
１
２
１
４

749
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412

264

074

２
７
２
３
２

１
７
５
６
７

１
１
４
８

ａ
Ｌ
２
Ｌ

１
１
２
１
４

487

053

149

177

004

１
１
７
８
０

０
８
６
０
９

３
４
９
６

564

394

779

444

1，４８９

Ｐ
ｂ
・
ｌ
Ｏ
←
Ｓ
Ｉ
Ｏ
〉

戸
、
←
ロ
（
Ｕ
Ｑ
１
ｎ
ｊ

〈
Ｕ
ワ
】
Ｐ
Ｄ
ｎ
Ｕ

ａ
Ｌ
２
Ｌ

８
８
３
４
３

１
７
９
５
４

４
９
０
１
９

９
９
９
Ｇ

１
２
１
３

卵
型
、
豹
柘

７
５
９
６

ワ
】
ワ
』
〈
０
（
ｂ
【
Ｊ

〈
ｂ
（
Ｕ
Ｒ
ｕ
戸
Ｃ
Ｑ
〉

Ｆ
Ｄ
（
ｊ
【
Ｊ
４
一
Ｆ
Ｄ１

町
台
沢
越
保

平
芝
久

大
大
蓑
塚
寺

台
上
台
台
袋

尾
之
ロ
ロ

仲
滝
矢
豆
池

８０４

２１１

１，４９０
３１９

３９３

３１８

４７８

２１１

１，２８９
２３９

９３９

２５２

２，１３２

２２９

４９０

４７０

４９４

３１２

１，４１３
３４６

３
９
６
８
４

４
７
８
７
０

１
３
２
１
６

？
‘

１
２

５６５

８７４

５８２

１，５７６
３０４

1,374
４２２

２，３３６
１３９

６４９

７６３

８８７

７６０

１，６２９
４１６

1，５１１
４９０

２，２９９
２３２

５８４

805

1,068
1,112

1,933
9５１

９
７
４
４
１

８
７
２
３
９

３
４
２
１
５

？
ｊ

１
２

９
９
４
４

ｍ
巽
羽
“

１
１
１
２

卯８

４
２
８
１
８

７
０
９
１
９

２
４
９
２
４

フ
９

１
１

８
６
３
８
３

７
５
９
５
６

１
４
３
９
９

Ｌ
Ｌ
１
Ｌ

（
ろ
行
Ｊ
Ｐ
ｏ
Ｑ
Ｕ

ｑ
Ｕ
７
Ｐ
ｂ
９

ワ
］
ｍ
ｏ
０
）
・
１

７
９

１
１

１９４

７
３
７
１
８

４
５
９
６
６

４
１
６
１

９
３
６
４

３
１
４
１

１
５
３
９

Ｌ
山
Ｌ
Ｌ

６１９

４
５
３
２
８

０
５
２
０
７

４
５
５
７
２

３
６
２
４
７

６
４
１
６
７

４
１
７
１

387

572

520

737

271

根
根
根
根
千

岸台
岸旭台
岸加曾台

鴬ｌＷ

０

1５９

5１

2,140

0

1３１

5８

2,096

０

1４７

4９

2,226

０

247

433

2,682

0

190

426

2,559
0

０

１，０１８
３８３

２，４５４
0

０
１
６
５

７
４
４

０
３
３

９
●

１
２

０

0

350

131

844

0

１

1２

1５１

４６４

2,186
0

４

375

163

757

０

1,227 1,028 1４２ 7５ 4１ 2４ 4１ 2４
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罪

閂
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⑭
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町名
昭和
25年

30年 35年 40年 45年 50年 55年
世帯数

58年
世帯数

総数(人） 89,813 105,925 123,624 136,882 132,461 1３１，３４２ 1２１，４７４ 4６，７１１ 118,413 47,148

通
園
町
通
町

巷麩港岸浜
日
横
新
海
元

９４

４

２

７５

７

田
茄
２
調
羽

而
幻
配
皿
別

０
Ｐ

１

０
９
１
７
０

４
１
２
７
４

０
１

９

１

０
４
３
１
６

４
１
１
６
２
２
１

，

１

2８

３０

６

1,268
144

1５

0

２

1．１２６

8８

５
０
２
０
０

１
４

６

1２

０

５

1,039
6９

３
０
５
０印
９３

北仲

駕
弁
太

仲
天
田

通
lHJ
通
通
Ⅲ「

３
６
１
４
２

９
７
３
２
１

１ ４
５
【
Ｊ
４
０

｛
０
，
５
４
。
７
７

ワ
】

１

鋼
ｎ
ｍ
ｍ
、

２
２
１
５
２

218

101

７１

４５４

３３４

401

９２

６９

407

319
２
０
０
７
６

６
４
５
０
７

３
４
１

355

3５
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”
就
業
状
況
ｌ
区
雌
の
仕
事
す
な
わ
ち
就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
人
口

構
造
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
４
は
産
業
大
分
類
別
に
よ
る
就

業
者
の
状
況
で
あ
る
。
分
類
は
年
度
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
さ
し
た
る

支
障
は
な
い
の
で
、
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

総
数
に
つ
い
て
い
え
ば
、
昭
和
五
年
、
十
五
年
に
一
三
万
人
’
’
五
万
人

だ
っ
た
も
の
が
、
一
一
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
三
万
人
台
に
激
減
、
以
来

増
加
し
、
一
○
万
人
台
（
昼
間
）
に
な
る
の
は
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
以
降

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
産
業
の
低
調
さ
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
低
調
の
な
か
で
も
、
建
設
業
は
五
、
九
○
○
人
、
製
造
業
は

五
、
八
六
七
人
で
、
こ
の
二
業
種
だ
け
で
も
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
戦

後
復
興
の
た
め
の
建
物
等
建
設
、
物
資
不
足
の
た
め
の
物
資
製
造
と
い
う
よ

う
に
、
こ
れ
だ
け
で
も
戦
後
が
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ま
だ
戦
後
と
い
わ
れ
た
二
十
五
年
の
場
合
、
二
十
二
年
と
総
数

を
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
に
一
一
一
、
五
二
三
人
の
増
で
は
あ
っ
た
が
、
建
設
業

が
五
一
・
二
．
〈
－
セ
ン
ト
、
製
造
業
も
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
を
見
せ
た

十
五
年
ま
で
一
、
○
○
○
人
台
が
つ
づ
く
が
、
以
降
は
一
、
○
○
○
人
台
と

二
、
○
○
○
人
台
の
く
り
返
し
と
な
っ
て
い
る
。

死
亡
の
場
合
、
こ
れ
も
バ
ラ
ツ
キ
が
多
い
が
、
男
女
合
計
で
最
高
は
四
十

年
の
九
四
六
人
、
最
少
は
三
十
六
年
。
三
十
八
年
の
四
五
五
人
で
あ
る
。

第
二
節
ロ
ー
区
民
の
仕
事

ｏ
区
内
の
事
業
所
１
以
上
み
て
き
た
の
は
、
中
区
の
区
民
の
就
業
状
況
、

い
わ
ば
区
民
の
職
業
で
あ
っ
た
が
、
次
に
昭
和
二
十
六
年
以
来
、
三
年
毎
に

行
わ
れ
て
き
た
事
業
所
統
計
に
よ
っ
て
中
区
内
の
事
業
所
の
推
移
を
見
て
み

た
い
。
こ
こ
で
い
う
事
業
所
と
は
、
中
区
内
の
会
社
・
工
場
・
店
舗
は
も
と

よ
り
、
官
公
署
・
学
校
な
ど
す
べ
て
の
事
業
所
で
あ
っ
て
、
従
業
者
は
巾
区

民
は
も
と
よ
り
、
こ
の
統
計
で
は
昼
間
人
口
と
い
わ
れ
る
市
内
・
市
外
か
ら

の
通
勤
者
を
含
む
も
の
で
全
従
業
者
で
あ
る
。
表
５
は
そ
の
推
移
を
示
す
。

こ
れ
を
業
種
毎
に
大
ま
か
に
見
る
と
、
二
十
九
年
二
九
五
四
）
は
前
同
の

二
十
六
年
に
比
べ
て
、
各
業
穂
と
も
大
は
ぱ
に
増
加
し
た
。
例
え
ば
不
動
産

業
の
一
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
融
保
険
業
の
一
一
一
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

建
設
業
三
五
・
九
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
製
造
業
一
一
一
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
卸
・
小

売
業
二
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
具
合
で
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
従
業
者

数
も
増
加
し
た
。

み
ら
れ
る
。

の
に
ひ
き
か
え
、
卸
・
小
売
業
が
二
一
五
．
〈
－
セ
ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
一

八
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
、
こ
の
こ
と
は
商

業
の
復
活
、
朝
鮮
戦
争
な
ど
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

三
十
年
以
降
は
昼
・
夜
間
別
に
示
さ
れ
て
い
る
が
業
種
に
よ
っ
て
昼
・
夜

間
の
差
が
は
な
は
だ
し
い
。
例
え
ば
電
気
・
ガ
ス
水
道
業
を
は
じ
め
金
融
保

険
業
、
運
輸
通
信
業
、
公
務
な
ど
で
あ
る
。

昼
・
夜
間
人
口
と
も
に
一
一
一
十
年
度
は
卸
・
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
、
三
十

五
年
度
以
降
も
卸
・
小
売
業
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
中
区
の
特
性
と
も

閂
。
⑭
』



(昭和５年度～昭和55年度）
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交通業
公務．
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表：４産業大分類別就業者数

●
市
民
編
■
一
付
章
－
区
民

業産 者夜
別

昼

間

年度

総数｜農業｜水産業｜鉱業｜工業｜商業

ｌＩｒｍ,ﾙﾐぱ
悶

悶 1３５，１２３３，１５９５２５ 3７３９，００２５３，８５１

…“に :|…愚輌蒟宗孟釦勗蠣症
総数｜農業｜林業｜水産業｜鉱業｜建設業

悶

悶〃…に 33,558２２３ １６４７０６８５，９００

iＨ

悶

悶〃…に
98,627

46,866

ｏ
》
ｏ
］

の
◎
１

０
．
］
ワ
』

２
３

475

488

2９

１２

3,470

3,203

問

１１１リ…〃隙
1１５，９４６

５８，８６２

1８４

１７２

６
３

569

449

1２

２３

7,412

4,418

悶

悶

昼
夜

1４９，１５９

７０，４６０

1８３

１６４

3６

３８

1３１

１２９

８１０，３７２

１６５，４１０

"40年

Ｆ１

F１

昼
夜

154,885

６７，５５５

1２２ ８０

６１

７
４
１

1０，１２２

５，０９８

〃 45年
1０４ ３

lFf1

11U

昼
夜弓

▲
ｌ

ｆ０戸
ｏ〃

168,482

６５，７４８

9６

７４

1１

４

7３

８０

９１１，６７０

１５４，２６８

Iu1

間

昼
夜

166,912

６２，１２３

1１３

８９

１１

ワ

7６

５６

２
９

1１，３１０

４，２４３
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再
ｏ
隼
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表：５中区の事業所推移 (H､和26年～昭祁56年）

鋸
「１

Ｌ」

〕４月

］PI411aＣ EｉＣ

6.88111４９２１６．８０９１１４６７１０．４０３’３．９８５１１３ｆ

D３Ｉ４８－５０

4〔ii9(】Ⅱ］Ⅲ

Ｘ］9４１７７Ⅲ .］

0２９１１７８〔］Ｐロ

[Ⅱ７ＺＢ

■－－－－
-－－－－

－－

－－－～

業種
－－－－

年次

～－

～
-－－

H什和２６年

事業所数 従業者数 (A） (B）

3２

(A） (日）

3５

(A） (B）

3８

(A） (B）

4１

(A） (B）

中区総数

(A）

6,236

(B）

5２， 170

％
(11.9）
7,425 60,411

影
(11.2）
8,292 77,692

％
(10.6）
8,775 93,020

先
印
館・
３

１
上
ｐ

１
０

く
１

113,670

影
力
蛆・
０

ｎ
Ｕ
３

１
１

く
１

136,5か４

Ａ～Ｃ農林水産業 ２ Ｘ 1１ 7１ ５ 128

I）鉱業 １ Ｘ 1 Ｘ １ ７

Ｅ連設業 223 2,284 303 3,310 327 4,758 307 5,921 449 8,077 562 1１，２７７

ｒ製造業 316 3,324 418 3,985 361 4,514 414 6,881 492 6,809 467 6,402

Ｇ卸売業・小売業

１８６
．
Ｊ

３

１７，２９１ 4,469 23,489 4,899 30,092 5,332 36,832 5,891 45,940 6.103 48,507

Ｈ金融・保険業 115 3,795 157 5,690 186 6,572 199 7,276 241 9,405 279 11.273

Ｉ不動産業 2２ 212 5４ 433 9４ 770 144 858 346 1，４３４ 398 2,001

Ｊ運輸・通信業

Ｋ
電気･ガス･水道
熱供給業

299 16,328 347 13,983

456

８

19,441

335

476

1０

22,240

728

650

1５

25,029

1，４１４

780

1４

35,113

2,057

Ｌサービス業 1,578 8,933 1,677 9,521 1,961 11,210 1,892 12,284 2,266 15,691 2,439 19,739

Ｍ公務
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次
一

年一一種一業 伽老

雨'７ﾎﾆ㈱〃’
影

（7.0）
1６，４４１

(｡〔前年比

加率

Ａ～Ｃ避林水瀧業 14194＋Ｘｌｌ］５１４７＋ＸＩ１４１３９１１１７１６９１１１２１３５

-｜｜‘-’１｜×業、鉱

｜剛卜M｜
｜棚|Ｍ鰯’

Ｅ建設樂 689114,649

剴矧
ｒ製造業 50119,368

Ｇ卸売業・小売業 ］■Ｊ１ｎｊＫｊ▲」心

Ｈ金融・隊険業 日
274110,065

畑|川’I不動産業

mll川|循柵|｜,師ﾄＭ１|川|`M'`’ 川|:鯏舸ｌｕ別|猟Ｊ迩輸・』、信業
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熱供給業

Ｋ

Ｌサービス業
[】ん①Ⅱ,Ⅲ日

’Ｍ公 務
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(昭和56年度民営分）
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１
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日
凹
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Ｈ
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別
Ｉ１ Ⅱ
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業

所数

Ａ～I）

避鉱
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;林
●

漁

業業

Ｅ
進
設
業

Ｆ
製
造
業

飲
食
店

Ｇ
，
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

小
売
業

卸
売
業

Ｈ
金
融
・
保
険
業

Ｉ
不
動
産
業

Ｊ
述
輸
・
通
儒
業

Ｋ
水ピ声
４
１

道
・
熱
供
給
業

気
・
ガ
ス
．

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
業

従
業
者
数

１
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山
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山
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`１７
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１

ワ
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０
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０
０
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３
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３
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３
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２
５
３
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９
５
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〉
ｑ
ｚ
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４
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１

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
川
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川
Ⅲ
川
ム
炉

吉川手訪蒋
三
石
山
諏
妙
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１２１

８
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１

２

２５

１

１

３
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Ｑ
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０
４
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産業大分類別事業所数及び従業者数表：６町：

色
市
民
編
●
付
章
ｌ
区
民

】

１
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門
－
】
【
【
』

、
」
・
川
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８
８
５
５
’
３
０
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］
７
９
０

3０
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廼
疵
｜
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１
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、
］
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、
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０
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］
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ｐ
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６
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Ｌ
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］
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．
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〔
‐
Ｊ
】
［
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ｃ
ｃ
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０
■
１
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一
一

数
難
所

町
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延
設
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ｒ
製
造
業

飲
食
店

Ｇ
…
：
…
…
…
…
…
…
…
！

八
Ｊ
》
工
麩
案

、

卸
売
業

Ｈ
金
融
・
保
険
業

Ｉ
不
動
産
業

Ｊ
述
翰
・
通
幅
業

Ｋ
水
道
・
熱
供
給
業

冠
気
・
ガ
ス
。

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
業

従
業
者
数

中
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そ
し
て
建
設
業
に
あ
っ
て
は
三
十
八
年
に
は
前
回
（
三
十
五
年
）
比
四
六

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
動
産
業
で
は
一
一
一
十
一
一
年
に
は
前
回
（
二
十
九
年
）
比

七
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
三
十
八
年
に
な
る
と
前
回
（
一
一
一
十
五
年
）

比
一
四
○
・
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
五
十
三
年
に
は
前
回
（
五
十
年
）
比

五
六
。
九
パ
ー
セ
ン
ト
。
運
輸
・
通
信
業
は
三
十
八
年
に
は
前
回
（
一
一
一
十
五

年
）
比
三
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
が
見
ら
れ

る
。

○
町
別
の
事
業
所
ｌ
欲
に
区
内
の
町
別
の
事
業
所
数
と
従
業
者
数
を
五
十

六
年
度
（
一
九
八
二
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
表
６
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
官
公
庁
・
学
校
な
ど
公
営
の
事
業
所
と
従
業
員
（
二
一
五
事
業
所
、

二
万
四
、
一
一
一
六
一
一
人
）
を
除
い
た
民
営
だ
け
の
分
だ
が
、
総
数
一
万
六
、
二

二
五
事
業
所
、
一
六
万
一
、
二
七
九
人
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
卸
売
業
・
小
売
業
（
以
下
卸
・
小
売
業
）
が
一
番
多
く
二

八
。
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
に
飲
食
店
二
四
・
一
一
一
八
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
二
一
一
一
・
五
三
．
ハ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
の
一
一
一
業
種
だ
け
で
も
全
体
の
七

六
・
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
事
務
所
は
、
業
種
毎
に
、
県
下
或
は
市
内
と
い
う
よ
う

に
広
域
的
に
同
業
組
合
を
結
成
し
て
い
る
が
、
卸
・
小
売
業
を
中
心
と
し
て

町
に
は
商
店
会
が
組
織
さ
れ
て
、
商
業
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。

町
別
に
み
る
と
、
卸
・
小
売
業
は
伊
勢
佐
木
町
（
三
七
四
事
業
所
）
山
下

町
（
一
一
一
六
○
）
が
群
を
ぬ
き
、
元
町
（
二
一
一
二
）
長
者
町
（
一
六
八
）
石
川

町
、
山
元
町
、
本
牧
町
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

⑩
市
民
縄
－
０
付
章
１
区
民

ｏ
区
民
の
組
識
ｌ
い
ま
、
中
区
に
お
け
る
区
民
の
組
織
は
多
い
．
こ
れ
ら

の
組
織
の
発
生
は
そ
の
と
き
ど
き
の
社
会
事
情
、
法
令
、
或
い
は
県
や
市
の

行
政
施
策
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
過
去
に
お
い
て
本
市
で
最

も
大
き
く
、
住
民
が
糾
織
化
さ
れ
た
の
は
衛
生
組
合
で
あ
っ
た
。

●
衛
生
組
合
ｌ
術
生
組
合
が
制
皮
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
○
）
市
制
施
行
後
で
あ
っ
た
。
三
十
年
伝
染
病
予
防
法
が
公
布

さ
れ
、
市
は
伝
染
病
予
防
の
た
め
の
餐
用
を
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
衛
生
組
合
は
町
内
の
衛
生
率
業
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
貧
困
な
人
だ
の

飲
食
店
は
町
域
の
広
さ
も
あ
っ
て
、
山
下
町
が
ト
ッ
プ
。
続
い
て
野
宅

町
、
長
者
町
、
伊
勢
佐
木
町
で
あ
る
。
金
融
保
険
業
は
尾
上
町
と
本
町
に
集

中
。
不
動
産
業
は
本
牧
元
町
、
本
郷
町
、
次
い
で
山
下
町
ｏ
運
輸
・
通
信
業

は
山
下
町
（
二
五
○
）
次
い
で
本
牧
ふ
頭
（
一
二
九
）
海
岸
通
（
九
二
）
と

つ
づ
い
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
山
下
町
（
三
○
三
）
住
吉
町
（
一
四

一
）
尾
上
町
（
一
三
九
）
太
田
町
（
一
一
一
一
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
業
穂
に
よ
っ
て
、
町
の
特
性
が
わ
か
る
。

ま
た
従
業
者
数
は
、
一
事
業
所
当
り
平
均
九
・
九
人
。
従
業
者
の
集
中
し

て
い
る
地
区
は
、
関
内
地
内
の
三
八
・
八
二
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
関
外
地
区
一
一
一
七

・
二
四
、
山
手
・
山
下
地
区
で
一
一
一
一
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
こ
の
一
一
一
つ
の

地
区
で
七
一
一
一
・
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

第
三
節
ｏ
区
民
の
組
織

Ｈ
○
℃
い



●
市
民
絹
●
付
章
１
区
民

救
済
、
地
域
社
会
の
た
め
の
仕
事
や
、
市
行
政
の
補
助
的
な
各
種
の
仕
事
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
横
浜
は
広
い
地
域
に
被
害
が
生
じ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
恐
怖
の
な
か
か
ら
あ
ら
ぬ
デ
マ
が
流
布
し
た
。
地
域

で
は
、
衛
生
糾
合
貝
や
在
郷
、
人
、
そ
し
て
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
、
警
川
が

組
織
さ
れ
、
向
ら
の
治
安
を
回
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
衛
生
組
合
は
、
避
難

民
の
一
時
収
雰
、
食
編
や
物
盗
の
配
給
な
ど
に
活
躍
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て

は
そ
の
組
合
の
部
会
で
あ
る
青
年
部
会
、
或
い
は
独
立
団
体
で
あ
る
青
年
会

な
ど
が
活
動
の
主
体
と
な
っ
た
。
や
が
て
冬
地
域
の
自
警
団
は
解
散
さ
せ
ら

れ
、
衛
生
組
合
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
が
、
実
際
の
上
で
は
自
然
発
生
的
に

結
成
さ
れ
た
町
内
会
や
青
年
会
な
ど
が
、
公
的
な
衛
生
組
合
に
代
っ
て
自
治

活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
市
は
衛
生
組
合
を
残
し
つ
つ
、
｜
方
で
は
町

内
会
に
た
い
し
て
消
極
的
で
は
あ
っ
た
が
そ
の
育
成
を
図
っ
て
い
っ
た
。

●
官
製
の
町
内
会
ｌ
昭
和
十
近
年
、
内
務
省
は
郊
落
会
町
内
会
等
犠
備
喪

領
を
訓
令
、
市
も
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
ま
で
の
地
域
に
お
け
る
町
内
会

と
衛
生
組
合
内
部
の
町
内
会
率
務
代
行
、
そ
れ
に
町
総
代
会
と
い
っ
た
重
な

り
へ
Ⅱ
っ
た
一
一
一
つ
の
組
織
の
一
本
化
に
穂
極
的
と
な
っ
た
。
と
の
結
果
地
域
に

新
し
く
町
内
会
が
発
足
、
そ
の
下
に
は
一
○
戸
前
後
を
も
っ
て
隣
組
が
設
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
戦
時
体
制
下
町
内
会
及
び
隣
組
は
上
意
下
達
の
行
政
の
補

助
組
織
と
な
っ
た
。
戦
時
下
の
町
内
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
部
を

述
べ
た
が
、
表
７
は
現
在
の
連
合
町
内
会
と
対
比
し
た
終
職
時
の
二
十
年
八

月
の
町
内
会
一
覧
で
あ
る
。

ｏ
戦
後
の
町
内
会
ｌ
終
戦
後
の
二
十
二
年
一
月
進
駐
軍
の
民
主
化
政
簸

に
よ
っ
て
、
前
記
の
要
一
領
は
廃
止
さ
れ
、
つ
づ
い
て
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
一
五
号

の
公
布
に
よ
り
、
十
五
年
に
組
織
化
さ
れ
た
町
内
会
は
廃
止
さ
れ
、
市
民
の

市
政
へ
の
、
圭
的
参
加
を
進
め
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
進
駐
軍
の
指
導
に

よ
り
弘
報
秀
員
公
が
生
れ
た
。
こ
れ
は
市
民
が
行
政
の
実
態
を
知
り
、
意
見

や
要
望
を
、
川
に
Ⅲ
せ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
、
全
地
域
か
ら
選
ば
れ
た

個
人
を
委
員
と
し
て
、
人
、
一
万
人
に
た
い
し
て
一
組
織
が
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
犯
罪
の
発
生
、
伝
染
病
の
流
行
、
配
給
物
資
の
遅
延
な
ど
、
終

戦
後
の
社
会
的
混
乱
は
、
市
の
中
心
部
中
区
で
は
特
に
多
く
発
生
し
た
。
政

策
的
に
組
織
さ
れ
た
弘
報
委
員
会
で
は
、
問
題
の
解
決
は
も
と
よ
り
町
そ
の

蝿▲Ｐ
衛生組合員鞭まる（rilⅡ１９｢術,|；糾介）〈高、重二郎
氏提供》

ililiilililiiilil
衛生組合の人々（太111協和衛生組合）〈潤米保太郎
氏提供＞

Ｈ
Ｏ
Ｃ
〕
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表：７現在と終戦時の町内会対比表 (町）は町内会，（日）は自治会
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Ｕ
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Ｊ
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】

ロ

DII
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Ｈ
Ｏ
Ｃ
今

｜’計 4,252 |｜’計 995

現在（昭和59年４月現在）Ａ 終戦時（昭和20年８月現在）Ｂ

合Ｉ

町内 IUj・内会・自治会名 世帯数 鵬Ｉ 町内会名 世帯数

花咲町ｌＴ目（町）

〃２（〃）

〃３（〃）

野毛１（〃）

野毛２丁目（〃）

野毛３．４会

宮川町会

日ノ田町（町）

赤英（〃）

初黄（〃）

桜木町１．２丁目（町）

〃３丁目（〃）

’二
二
Ⅲ

０８１

Ｐ
ｂ
Ｆ
Ｄ
戸
Ｄ
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］
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０
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花咲３（〃）

野毛（〃）

日ノ１１１・宮川（Ⅲ｢）

英・赤門・初音・黄金

１．２（町）
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０

IU

u｣

｢1

,｣

、
】
内
山

｢’
L｣

【」

凸
巨

表８７－１連合町内会長氏名 (昭和59年４月１月現在）

第１北部地区

第１FＰ部地区

秋葉義七

北村.清之肋

関内地区｜川島寿雄

埋地111区｜大久保武

石１１１打ｉ越地区｜′j、林に造

第２地区｜荒井正治

(中区役所文書より作成）

Ｈ
ｏ
ｂ
『

函
ｊ
ｊ
ｊ

Ｐ
ｐ
ｐ
〃
〃

く
く
く

580

1.↓２

８５５

'160

６０５

553

336

560

730

900

１，３００

1３６

１３６

１４５

７，４`１０

問門水牧荒）1ミ（町）

水牧４節１・第２（〃）

本牧大里・本牧元ⅢI南（〃）

本牧元lH｢化

本牧和田，三ノ谷（〃）

木牧十二天・本牧３丁目（〃）

根岸（町）

計

398

２１５

５９４

３５０

270

１４４

|÷計

第

６

地

区

111元111｢１丁目（町）

山元町２丁目（〃）

山元町３．４．５（”）

西`竹之丸（目）

大平町（町）

蓑沢・寺久脈（〃）

蓑沢台（日）

滝之上・旭台（|}1｢）

滝之上団地（目）

山手西部（自）

山手コーポラス（自）

計

300

`125

520’

５

630

700

180

340

9５

『
０

Ｆ
⑨

ｏ
〕

ｎ
Ｄ

ｎ
ｂ

６０１

，

１

根’

岸

|[１

うじ

山
手
北
部

111元町１丁目（町）

１１１元町２丁目（〃）

元町３．４．５丁目（〃）

西iｹ之丸（町）

|大平Ⅲ「（"）
|簑沢・寺久Ci（（〃）

滝ノ上・旭台・望洋会（〃）

111手西部（町）

計

計〈ロ

43,9皇１７

二
一
虹

〈ロ

15,058
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３
の
の
自
治
を
取
り
仕
切
れ
る
筈
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
町
で
は

自
ら
防
犯
協
会
、
赤
十
字
奉
仕
剛
、
街
灯
符
理
委
員
会
、
な
ど
と
名
称
を
変

え
て
尖
画
的
な
町
内
会
が
結
成
さ
れ
て
い
き
、
全
市
的
に
町
内
会
が
次
だ
と

誕
生
し
て
い
っ
た
。

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
講
和
条
約
締
結
後
、
進
駐
軍
に
よ
る
法
的
規
制

が
解
か
れ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
町
内
組
織
が
新
た
な
町
内
会

に
改
組
さ
れ
て
い
っ
た
。

ｏ
戦
後
の
各
種
団
体
組
織
Ｉ
一
方
、
中
区
に
お
い
て
は
二
十
三
年
（
一
九

四
九
）
五
月
一
日
に
は
戦
没
軍
人
辿
族
援
謹
に
関
す
る
諸
法
令
の
周
知
の
た

め
の
中
区
遺
族
会
、
二
十
五
年
三
月
に
は
中
区
赤
十
字
奉
仕
団
と
赤
十
字
運

動
推
進
委
員
会
、
二
十
六
年
四
月
に
は
地
域
福
祉
増
進
の
た
め
の
中
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
二
十
七
年
二
月
に
は
国
連
思
想
普
及
の
た
め
の
日
本
国
際
連

合
協
会
神
奈
川
県
本
部
横
浜
市
支
部
中
区
分
会
、
ま
た
六
月
に
は
神
奈
川
県

共
同
募
金
公
中
区
文
会
委
員
会
、
九
月
に
は
司
法
協
力
機
関
と
し
て
中
区
保

謹
司
会
、
二
十
九
年
四
月
に
は
、
婦
人
の
地
位
向
上
と
文
化
活
動
の
確
立
を

め
ざ
し
て
、
各
婦
人
団
体
の
連
絡
協
調
を
行
う
中
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
の
住
民
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。

ｏ
新
生
の
町
内
会
’
三
十
一
年
（
’
九
五
六
）
、
市
は
新
し
い
市
民
組
織
と

し
て
町
内
会
組
織
を
育
成
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
町
内
会
側
は
こ
れ
に
応

じ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
折
か
ら
市
が
計
画
し
た
広
報
紙

（
広
報
よ
こ
は
ま
）
の
全
戸
配
付
を
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の

頃
新
し
く
開
発
さ
れ
た
地
域
や
都
心
部
で
も
、
従
来
の
町
内
会
の
名
称
を
使

わ
ず
自
治
会
と
称
す
る
住
民
組
織
が
次
点
と
誕
生
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
弘
報
委
員
会
の
活
動
は
停
滞
し
、
委
員
の
選
出
母
体
は
町
内
会
と

変
り
、
三
十
五
年
に
は
発
展
的
に
解
消
し
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
町
内
会
も
次
為
と
結
成
さ
れ
た
。
自
治
会
・
町
内
会
を

ま
と
め
、
お
お
む
ね
一
小
学
校
通
学
区
域
単
位
に
地
区
連
合
町
内
会
が
結
成

さ
れ
た
。
現
在
中
区
で
は
十
一
地
区
の
連
合
町
内
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

三
十
六
年
か
ら
は
、
行
政
区
毎
に
地
区
連
合
町
内
会
を
ま
と
め
た
区
連
合

町
内
会
長
連
絡
協
縦
会
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
各
区
の
区
連
合
町
内
会
長
連

絡
協
議
会
を
ま
と
め
た
市
連
合
町
内
会
長
述
絡
協
縦
会
が
設
慨
さ
れ
た
。

Ｏ
さ
ら
仁
各
種
団
体
ｌ
こ
の
三
十
年
代
に
は
、
各
稲
の
市
民
聞
体
が
、
つ

ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
し
た
。
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
、
区
内
の
各
商
店
街
の

振
興
を
目
的
と
し
て
中
区
商
店
街
連
合
会
、
三
十
四
年
四
月
に
は
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
に
、
中
区
こ
ど
も
会
連
絡
協
議
会
、
三
十
五

年
三
月
更
生
保
趣
事
業
に
た
い
し
て
の
協
力
機
関
と
し
て
中
区
更
生
保
謎
婦

人
会
、
三
十
七
年
十
一
月
老
人
福
祉
の
推
進
を
は
か
る
た
め
に
中
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
翌
三
十
八
年
一
月
に
は
選
挙
啓
発
巡
動
推
進
の
た
め
の
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
、
六
月
に
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
が
区
内
の
地
区
連
合

町
内
会
の
相
互
及
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
の
た
め
に
中
区
連
合
町
内
会

長
連
絡
協
議
会
、
こ
の
年
の
七
月
に
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
し

て
中
区
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
、
保
護
観
察
行
政
へ
の
協
力
を
す
る
神

奈
川
県
保
謹
観
樂
巾
支
部
委
員
会
、
そ
し
て
、
三
十
九
年
五
月
、
区
民
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
、
効
果
的
な
交
通
安
全
迎
動
を
推
進
す
る
中
区
交
通
安
全

片
○
℃
範
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員3２雨昌８

ﾉﾓ碧二」

全員5Ｒ

)OＣ

ｒ
●
し
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5３．９．１２１１１１区長｜委員4６ヨコハマさわやか迎動中区本部

各団委員長副委員
長８～1０

ボーイスカウト神奈川県連盟
横浜みなと地区中区連絡会

６５．４．１１小川篭美男

(中区役所調ぺ）
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対
策
協
議
会
な
ど
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
は
、
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
と

し
た
中
区
青
少
年
指
導
員
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

に
は
一
月
に
福
祉
の
風
土
づ
く
り
推
進
委
員
会
、
五
月
に
は
神
奈
川
県
第
五

四
剛
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
肌
中
区
連
絡
会
、
そ
し
て
市
長
が
提
唱
し
市

が
運
動
を
腿
開
す
る
横
浜
さ
わ
や
か
運
動
中
区
本
部
、
そ
し
て
五
十
五
年
四

月
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
神
奈
川
県
連
盟
横
浜
み
な
と
地
区
中
区
連
絡
会
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
。
各
種
団
体
は
表
８
の
と
お
り
で
あ
る
。

ｏ
町
内
会
活
動
ｌ
現
在
、
区
民
に
よ
る
組
織
と
し
て
各
種
の
団
体
が
澗
発

に
活
躍
し
て
い
る
が
、
そ
の
個
汽
を
割
愛
し
、
町
内
会
・
自
治
会
の
活
動
に

お
い
て
現
在
、
通
常
行
わ
れ
て
い
る
事
業
だ
け
あ
げ
て
お
き
た
い
。

●
市
民
綱
●
付
職
Ｉ
区
民

１
、
環
境
整
備
事
業
…
…
…
防
犯
灯
の
維
持
管
理
・
薬
剤
配
付
・
清
掃
美

化
・
防
火
防
犯
活
動
・
交
通
安
全
実
践
活
動
・
同
施
設
整
備
・
防
災
機
材

整
備
・
防
災
訓
練
・
さ
わ
や
か
運
動
参
加
実
践
・
歳
末
夜
弊
な
ど

２
、
社
会
教
育
事
業
…
…
…
早
起
き
体
操
・
子
供
会
・
婦
人
部
活
動
な
ど

３
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
盆
踊
り
大
会
・
祭
礼
・
旅
行
会
・
巡
動
会

・
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
・
野
球
大
会
な
ど

４
、
編
祉
厚
生
事
業
…
…
…
敬
老
会
・
廃
品
回
収
・
物
回
叩
あ
っ
せ
ん
・
施
設

慰
問
な
ど

５
、
文
化
的
事
業
…
…
…
各
種
識
滅
会
・
各
諏
訓
習
会
・
映
伽
会
・
写
真
等

の
展
覧
会
な
ど

Ｈ
Ｈ
Ｃ
。




